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致
。そ

の
中
で
藤
野
副
理
事
長
は

最
後
に
「
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
は
唯

一
車
体
整
備
に
特
化
し
た
組
織

だ
。
階
層
的
教
育
体
系
を
構
築

し
、
自
動
運
行
装
置
レ
ベ
ル
３

以
上
の
認
証
を
全
組
合
員
が
取

得
で
き
る
組
織
を
目
指
し
て
い

く
。
今
後
は
様
々
な
ア
フ
タ
ー

の
事
業
者
と
手
を
携
え
、
車
体

整
備
に
関
し
て
、
皆
様
か
ら
頼

ら
れ
る
組
織
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
発

言
を
締
め
く
く
ら
れ
、
熱
気
溢

れ
た
サ
ミ
ッ
ト
は
閉
幕
し
ま
し

た
。

地
域
部
品
商
の
視
点
か
ら
意
見

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
株
式
会

社
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
の

代
表
取
締
役
社
長
で
も
あ
る
小

林
氏
は
、
昨
年
８
月
の
当
組
合

と
の
包
括
的
業
務
提
携
に
触
れ

「
お
客
様
の
利
便
性
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
中
で
、
ク

ル
マ
の
進
化
に
対
応
す
る
に
は

我
々
だ
け
で
は
難
し
い
。
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
、
垣
根
を

越
え
て
強
み
を
持
っ
た
者
同
士

の
連
携
が
必
要
と
判
断
し
、
Ｂ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
さ
ん
と
組
ん
で
、

整
備
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
」
と
連
携
の
意
義
を
語

り
ま
し
た
。

自
動
車

ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
進
む
Ｄ
Ｘ
化

今
後
確
実
に
進
む
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
化
に
つ
い
て
の
話
題

で
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
統
一

整
備
シ
ス
テ
ム
「
ロ
ー
タ
ス
プ

ロ
グ
レ
ス
」
を
推
進
し
て
い
る

ロ
ー
タ
ス
の
井
上
康
一
氏
が
、

現
状
の
取
り
組
み
状
況
を
説

明
。
深
澤
氏
も
、
部
品
関
連
業

界
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

整
備
の
際
に
重
要
と
な
る
Ｆ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
藤
野
副
理
事
長
が
当
組
合

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
既
に

全
組
合
員
に
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
の

使
い
方
研
修
を
実
施
し
、
今
後

は
エ
ー
ミ
ン
グ
の
技
術
研
修
も

行
う
。
全
組
合
員
が
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
を
使
え
る
と
自
信
を
持
っ

て
い
る
」
と
力
強
い
コ
メ
ン
ト

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

強
み
を
持
っ
て
と
も
に

新
し
い
未
来
を
作
る

自
動
車
の
利
用
価
値
を
上
げ

る
た
め
に
、
今
後
は
ど
こ
に
強

み
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
組
ん

で
い
く
か
が
、
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
業
者
に
と
っ
て
、
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
全
員
が
一

論
も
行
わ
れ
、
聴
講
者
に
今
後

の
展
開
の
ヒ
ン
ト
や
考
え
方
の

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
車
体
整
備

業
界
か
ら
当
組
合
の
藤
野
副
理

事
長
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
界
を
代
表
す
る
５
名
の
皆
様

が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

自
動
運
転
車
両
へ
の

対
応

セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
が
世
界

に
先
駆
け
て
進
め
て
い
る
自
動

運
転
車
両
へ
の
対
応
に
つ
い
て

「
事
故
の
減
少
と
キ
ャ
リ
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
話
題
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
件

に
つ
い
て
藤
野
副
理
事
長
は

「
事
故
が
激
減
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
事
故
の
修
理
、
特

に
自
動
運
行
装
置
な
ど
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
ク
ル
マ
の
修
理
に

つ
い
て
は
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
「
法

定
需
要
が
決
ま
っ
て
い
る
車
両

整
備
と
違
い
、
車
体
整
備
に
と

っ
て
苦
し
い
の
は
、
自
動
運
行

装
置
を
搭
載
し
、
発
売
さ
れ
た

直
後
の
ク
ル
マ
で
も
事
故
が
起

こ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
だ
。
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
事
故
の
件
数

は
減
る
と
思
う
の
で
、
Ｂ
Ｓ
サ

ミ
ッ
ト
と
し
て
も
ど
う
対
応
し

て
い
く
か
真
剣
に
考
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
ら

れ
、
今
後
の
変
化
へ
の
対
応
の

重
要
さ
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
中
村
氏
も
「
お
客
様
か

ら
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
と
し
て

特
定
整
備
、
エ
ー
ミ
ン
グ
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の
部

品
商
の
役
割
と
し
て
重
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と

今
年
は
登
壇
者
が
一
新

業
界
の
次
の
時
代
を

担
う
メ
ン
バ
ー
に

会
期
３
日
目
の
３
月
19
日

（
金
）
に
は
、
変
化
す
る
ア
フ

タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
界
を
俯
瞰

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
立
場

か
ら
今
後
の
展
望
が
語
ら
れ
る

「
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
」
が
配

信
さ
れ
ま
し
た
。
毎
回
多
く
の

聴
講
者
を
集
め
、
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｅ
の

目
玉
企
画
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
同
サ
ミ
ッ
ト
は
今
回
か
ら
登

壇
者
を
一
新
。
よ
り
幅
広
い
業

界
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
つ

つ
、
業
界
の
垣
根
を
越
え
た
議各業界を代表する登壇者により様々な議論が交わされた

ＢＳサミット事業協同組合
副理事長 藤野利浩氏

アフターマーケットサプラ
イヤー活性化委員会
代表幹事 中村秀隆氏

リビルド工業会全国連合会 会
長/一般社団法人 日本自動車用
品・部品 アフターマーケット
振興会 専務理事 深澤広司氏

一般社団法人日本自動車購
入協会 代表理事 井上貴
之氏

全日本ロータス同友会 経
営研究室 室長 井上康一氏

一般社団法人自動車用品小
売業協会 会長 小林喜夫
巳氏

ＩＡＡＥセミナー オートアフターマーケットサミット2021
３
日
間
に
渡
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
今
回
の
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｅ
は
、
例
年
同
様
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
や
実
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
模
様
が
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し

た
。
２
～
３
面
で
は
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合
の
藤
野
利
浩
副
理
事
長
ら
が
登
壇
し

た
「
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
」
や
「
車
検
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
実
際
の
車
両
を
使
い
、
デ
モ
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
エ
ー
ミ
ン

グ
解
説
を
行
っ
た
実
演
セ
ミ
ナ
ー
、
電
子
制
御
装
置
整
備
の
対
応
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

詳
細
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

術の活用が必須」と坂井社長

が語るように、デジタル技術

と異業種のノウハウを活用

し、着実に事業転換を推し進

める２社。市場環境の変化に

伴う事業変革の必要性がより

一層迫られた今日、成果を上

げ始めている先進事例として

紹介されるとともに、「一緒

に工程管理システムを拡張し

ていく仲間の事業者がいたら

協業したい」（小林社長）と

の呼び掛けも示されました。

る「ダイナミックプライシン

グ」の導入を実験的に進めて

います。閑散期・繁忙期の価

格変動により入庫・作業量の

平準化を図る狙いで、一定の

成果も見え始めているとし

て、今後もＩＣＴ技術

を活用した入庫と時間

の管理を推し進めてい

く方針を示しました。

実は、カマドの顧客

管理システム｢千客万来｣は、

元々同県内企業が保有する宿

泊予約管理システムを流用し

たもので、坂井モーターが導

入を推し進めるダイナミック

プライシングも、宿泊施設や

航空会社といった旅行業界で

は従来から取り入れられてい

る手法です。「少子高齢化や

車両価格の高額化に伴う保有

台数の減少を見据え、数から

粗利へ転換するのにＩＣＴ技

き、デジタル化による効率改

善と電話応対強化を推進する

ことで、車検に加えて12カ月

点検も高い入庫水準を維持し

ている現状を明かしました。

他方、同じ静岡県の浜松市

で月間１万5000台規模の車検

入庫を誇る坂井モーターの坂

井社長も、大手車検チェーン

を活用して急拡大してきた自

社を振り返りつつ、「台数規

模が頭打ちになる中で、今後

は顧客との長い付き合いなど

を通じて単価を上げる方向を

目指す」と説明。低価格競争

や入庫台数拡大に限界を見据

えた中、現在は受注の時期や

内容に応じて価格を変動させ

を披露しました。

静岡県御殿場市に拠点を持

つカマドの小林社長は、特に

2015年の自社併設型ガソリン

スタンドのオープン以降、車

検のリピート率・台当たり単

価の上昇に奏功した自社の動

向を説明。明るく広い接客ス

ペースや「お客様係」と呼称

する接客専門スタッフを通

じ、従来からエンドユーザー

中心に来店型事業に注力する

同社では、とりわけ独自の顧

客管理システム「千客万来」

を有効な取組事例の１つとし

て紹介しました。同システム

ではコールリスト、入庫管

理、代車管理を一元管理で

会期２日目に配信されたセ

ミナー「変わりゆく車検の現

状と今後」では、「過渡期の

ビジネス環境をいかに捉える

か」をサブテーマに、それぞ

れ独自の車検事業を展開する

当組合員の2社が登

壇。24年10月から予定

されているＯＢＤ（車

載式故障診断装置）を

活用した新たな車検の

開始など、ＡＳＶや自動運転

を軸に事業環境が変化する

中、現状の取り組みと展望が

語られました。登壇者は、株

式会社カマド・代表取締役社

長の小林雅彦氏と、坂井モー

ター株式会社・代表取締役社

長の坂井光藏氏。規模の拡大

が難しい市場環境における単

価向上策として、ＩＣＴ（情

報通信技術）を活用した顧客

管理など、各々の独自の工夫

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー

車
検

価格競争･規模追求からの脱却へ
ＩＣＴ･異業種ノウハウ取り入れた先進事例

カマドの小林社長（写真左）と
坂井モーターの坂井社長(同右)

２０２１年(令和３年)３月３１日 （2）第47号
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プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
で
は
、

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
シ
ー
レ
ゾ

ナ
ン
ス
が
今
後
展
開
す
る

〝
地
域
連
携
を
促
進
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
〟

「
Ａ
Ｒ
Ｃ
」
の
説
明
が
行
わ

れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
様

々
な
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

い
く
こ
と
を
告
げ
ら
れ
セ
ミ

ナ
ー
を
終
え
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
が
、
こ
れ

ま
で
の
同
業
種

間
で
の
情
報
交

換
や
連
携
で
は

な
く
、
広
く
業

種
を
超
え
て
の

連
携
が
重
要
と

話
す
部
分
で

す
。
分
解
整

備
、
車
体
整
備
、
ガ
ラ
ス
施

工
、
電
装
整
備
、
用
品
販

売
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど

ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
携

わ
る
事
業
者
が
〝
強
み
を
持

ち
寄
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
便
益

を
上
げ
て
い
く
〟
こ
と
こ

そ
、
事
故
が
減
り
保
有
台
数

も
伸
び
な
い
今
後
の
ア
フ
タ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
勝
ち
残
っ

て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
強
く
訴
え
か
け
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
は
、
昨

年
８
月
に
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
と

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
の

間
で
締
結
さ
れ
た
包
括
業
務

提
携
に
触
れ
、
小
林
社
長

（
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ

ン
）
に
よ
る
「
〝
強
存
共

創
〟
強
み
を
持
っ
て
、
と
も

に
新
し
い
未
来
を
つ
く
る
」

と
い
う
言
葉
を
引
用
し
、
連

携
を
深
め
て
い
く
必
要
性
に

言
及
し
ま
し
た
。

会
期
２
日
目
の
18
日
に
は

「
電
子
制
御
装
置
整
備
へ
の

対
応
に
欠
か
せ
な
い
地
域
連

携
～
広
義
の
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未

来
を
作
る
～
」
と
題
し
た
セ

ミ
ナ
ー
が
、
講
師
に
オ
ー
ト

フ
ァ
ー
ベ
ン
株
式
会
社

チ

ー
フ
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

沓
澤
伸
氏
と
国
際
オ

ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
運
営
事
務
局
長
・

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
シ
ー
レ
ゾ

ナ
ン
ス

代
表
取
締
役
社
長

松
永
博
司
氏
を
招
き
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
電
子
制

御
装
置
整
備
へ
の
対
応
が
今

後
整
備
業
で
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ

ー
で
あ
る
と
話
す
一
方
、
ク

ル
マ
の
進
化
は
早
く
、
作
業

も
多
岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
、

全
メ
ー
カ
ー
・
全
車
種
す
べ

て
の
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
自

社
で
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

ま
た
経
済
合
理
性
か
ら
考
え

て
も
理
に
か
な
っ
て
い
な
い

と
話
し
ま
す
つ
ま
り
こ
れ

ま
で
の
〝
全
て
の
作
業
を
自

社
で
完
結
す
る
こ
と
で
お
客

様
を
囲
い
込
む
手
法
か
ら


戦
い
方
を
変
え
る
必
要
性
が

あ
る
と
訴
え
か
け
ま
す
。

そ

の

う

え

で
、
今
後
ユ
ー

ザ
ー
の
利
便
性

を
上
げ
る
た
め

に
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
が
地

域
連
携
で
あ
る

と
セ
ミ
ナ
ー
の

テ
ー
マ
は
進
ん

で
い
き
ま
す
。

自動車業界のお役に立てる様、

努めさせて頂きたいと思いま

す。」と喜びのコメントを述べ

ました。

また、最

新のアイサ

イトXを搭

載したスバ

ル・レヴォ

ーグが特別

賞に選出さ

れました。

「次に乗り

た い ク ル

マ」で最高

得票を得る

など、プロが実際に乗りたいも

しくは周囲に安心して薦められ

るクルマとして評価された事が

分かる結果となりました。

自動車アフターマーケットの

プロ達が選出する同アワード

は、一般ユーザーにとっても有

益な情報であり、今後もますま

す関心を集めることでしょう。

皆様が、来年も積極的に投票に

参加頂くことが、ひいては業界

の活性化に繋がっていくものと

思われます。

2020年12月２日～2021年１月

31日の約２ヶ月にわたってアン

ケートを実施し、総有効回答数

「4,717件」と過去最高の回答

数を得た「クルマ屋さんが選ぶ

いいクルマアワード2021」の

受賞車が決定致しました。

大賞は今年もトヨタ・プリウ

スが受賞。今回で４年連続での

大賞受賞となりました。トヨタ

自動車株式会社ＴＣ製品企画Ｚ

Ｆ菅野伸介氏は「いいクルマア

ワード４年連続の大賞、誠にあ

りがとうございます。自動車業

界を支えて下さっているプロの

方々からのご選出は長く愛して

頂けるクルマの証しでもあり我

々に大きな勇気とエネルギーを

頂きました。プリウスは昨年、

災害時非常用電源にもなる外部

給電の標準装備化やアクセルペ

ダルの踏み間違いを抑制するプ

ラスサポートシステムを導入致

しました。多くのお客様にご愛

顧頂いているプリウスだからこ

そ〝世の中のお役に立てるモノ

を早く普及させたい〟の思いか

らです。今後共、皆様と一緒に

もっと良いクルマづくりを通じ

プ
ロ
が
選
ぶ
〝
い
ク
ル
マ
〟
と
し
て
４
年
連
続
の
大
賞
を
受
賞
し
た

ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ
ス
と
、
ア
イ
サ
イ
ト
Ｘ
を
搭
載
し
た
ス
バ
ル
・
新

型
レ
ヴ
ォ
ー
グ
が
特
別
賞
を
受
賞

いいクルマアワード2021

過去最高の投票数

プリウス４年連続の大賞を獲得！

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー

地
域
連
携

は
異
な
る
基
準
・
規
格
に
つ
い
て
も

説
明
し
ま
し
た
。
続
く
プ
リ
ウ
ス
の

実
車
を
用
い
た
整
備
デ
モ
で
は
、
ミ

リ
波
レ
ー
ダ
ー
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
ソ
ナ
ー
の
エ
ー
ミ

ン
グ
手
順
を
丁
寧
に
解
説
。
小
島
氏

は
、
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
が
正
常
に
作

動
し
な
い
こ
と
で
追
従
式
オ
ー
ト
ク

ル
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
が
機
能
せ
ず
追
突

や
急
減
速
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
、

ソ
ナ
ー
セ
ン
サ
ー
の
取
り
付
け
位
置

が
正
し
く
再
設
定
さ
れ
な
い
こ
と
で

障
害
物
を
認
識
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
、
高
い
利
便
性
を
も
た
ら
す

車
庫
入
れ
駐
車
機
能
も
誤
作
動
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
実

写
映
像
も
交
え
て
現
実
的
に
起
こ
り

得
る
事
故
リ
ス
ク
に
言
及
し
、
「
セ

ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
を
搭
載
し
た
車

で
多
彩
な
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
が
出

て
く
る
中
で
、
単
純
な
脱
着
や
交
換

な
ど
大
掛
か
り
な
作
業
で
な
く
て

も
、
セ
ン
サ
ー
に
関
わ
る
も
の
で
あ

れ
ば
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
が
必

要
に
な
る
。
確
認
し
な
い
作
業
は
誤

作
動
の
元
に
な
り
危
険
な
の
で
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
し
っ
か
り
見
る
と
い
う

こ
と
を
頭
に
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

ラ
レ
ル
方
式
、
そ
の
双
方
を
組
み
合

わ
せ
た
ト
ヨ
タ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム(

Ｔ
Ｈ
Ｓ
２)

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ

･

パ
ラ
レ
ル
方
式
ま
で
発
電
／
駆
動

方
式
で
分
類
さ
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
的
な
構
造
を
説
明

し
ま
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
な
整
備

に
つ
い
て
は
、
減
速
す
る
運
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
電
気
と
し
て
回
収
す
る
回

生
ブ
レ
ー
キ
を
題
材
に
取
り
上
げ
、

ブ
レ
ー
キ
油
圧
を
Ｃ
Ｐ
Ｕ
制
御
し
て

い
る
た
め
ガ
ソ
リ
ン
車
と
は
異
な
る

ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
交
換
の
具
体
的

な
手
順
を
ト
ヨ
タ･

プ
リ
ウ
ス
や
ホ

ン
ダ
・
フ
ィ
ッ
ト
Ｈ
Ｖ
な
ど
の
実
車

映
像
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た


一
方
、
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
施
行
さ

れ
た
特
定
整
備
制
度
の
概
要
や
具
体

的
な
電
子
制
御
装
置
点
検
整
備
作
業

の
ス
ペ
ー
ス
・
人
員
要
件
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
例
え
ば
ブ
ラ
イ
ン
ド

ス
ポ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
や
３
月
に
発
売

さ
れ
た
新
型
ホ
ン
ダ
・
レ
ジ
ェ
ン
ド

な
ど
の
整
備
設
備
基
準
、
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
（
Ａ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
）
の
国

際
基
準
な
ど
、
国
（
特
定
整
備
）
と

今
年
の
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｅ
で
は
、
「
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
会
期
全
日
に
わ
た
り

専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
配
信
。

株
式
会
社
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

研
究
所
の
研
修
部
・
整
備
技
術
グ
ル

ー
プ
長
・
小
島
一
郎
氏
に
よ
る
「
次

世
代
自
動
車
へ
の
対
応
技
術
（
電
動

パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
・
エ
ー
ミ
ン
グ
作

業
）
」
は
３
日
間
と
も
に
配
信
さ

れ
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
拡
大
す

る
次
世
代
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
と
、
自

動
運
転
に
向
け
て
普
及
進
む
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
の
両
面
の
整
備
に
お
け

る
注
意
点
が
、
プ
リ
ウ
ス
の
実
車
を

使
用
し
た
デ
モ
作
業
を
通
じ
て
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
に
つ
い

て
は
始
め
に
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
向
け
て
従

来
の
内
燃
機
関
に
代
わ
り
、
Ｈ
Ｖ
や

Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
、
Ｃ
Ｄ
と

い
っ
た
様
々
な
動
力
源
が
普
及
し
て

い
る
現
状
を
説
明
。
そ
の
中
で
普
及

著
し
い
Ｈ
Ｖ
に
焦
点
を
当
て
、
日
産

ｅ
－
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ

方
式
か
ら
、
日
産
フ
ー
ガ
な
ど
の
パ

整備マニュアル確認の習慣を
次世代自動車の整備を解説

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー

キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

トヨタ自動車株式会社
ＴＣ製品企画ＺＦ
菅野伸介氏

実
車
の
プ
リ
ウ
ス
を
使
っ
て
整
備
手
順

を
丁
寧
に
解
説

国際オートアフターマーケットＥＸ
ＰＯ運営事務局長／㈱ジェイシーレ
ゾナンス代表取締役社長 松永博司氏

オートファーベン株式会社 チーフ
テクニカルアドバイザー 沓澤伸氏

（3） 第47号 ２０２１年(令和３年)３月３１日



儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

子制御装置整備の対象か

否かといった基本的な内

容から、効率的な検索方

法を自動車メーカー毎に

解説を行うなど実践的な

内容まで、幅広い内容を

３時間に渡りみっちりと

行います。

すでに開催を終えたブ

ロックのアンケート結果

によると「自動車メーカ

ー毎の注意点を、実例を

交えて説明して頂けたの

で、今後の参考とさせて

頂きたい」、「ＦＡＩＮ

ＥＳの操作方法や重要性

を知る事が出来ました。

入庫してからＦＡＩＮＥ

Ｓの情報確認を一連の作

業に組み込み、作業に取

り掛かれるよう徹底して

いこうと思います」な

ど、好意的な声が多く上

がっています。

また、定期的に開催を

望む声や、〝次はこんな

話が聞きたい〟というよ

うなリクエストも数多く

頂いているので、フロン

ト教育委員会では今後も

継続して研修を行うこと

で、組合員工場のフロン

ト力の向上に繋げ、お客

様や損害保険会社様に安

全・安心な修理を確実に

提案できるよう努めてい

きます。

昨今、ＡＳＶ車両の修

理にはエーミング作業が

必須となり、フロントが

ＦＡＩＮＥＳで鈑金作業

後に発生するエーミング

作業について調べ、工場

に正しく指示書を発行

し、お客様や損害保険会

社様に作業の提案、作業

後の説明などを行うな

ど、フロントの業務も変

わってきました。そこで

ＢＳサミットのフロント

教育委員会は、鈑金後に

必要なエーミング作業の

確認方法として、「効率

の良いＦＡＩＮＥＳの使

い方、最短ルートでの確

認方法について」にスポ

ットを当てた研修を行な

っています。

本研修は新

型コロナウイ

ルス感染拡大

に伴い、集合

形式の研修に

参加いただく

皆様と講師お

よび事務局職

員の健康と安

全確保、なら

びに感染予防

及び拡散防止のためにオ

ンラインでの開催とし、

２月から４月までの期間

中にブロック毎に開催し

てまいります。

初開催となる今回の研

修では、「鈑金後のエー

ミング作業の確認方法｣

「実車での確認につい

て」、「ＦＡＩＮＥＳを

どう読み解くか（工数の

考え方、参考時間の考え

方）」という３つのテー

マについて、エーミング

が必要となる部品やシス

テムの説明やそれらが電

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ひ
と

つ
の
施
策
と
し
て
、
国
際
的
な

機
関
に
加
盟
し
「
メ
ー
カ
ー
系

デ
ィ
ー
ラ
ー
と
同
等
の
整
備
が

で
き
る
事
業
者
の
団
体
」
と
し

て
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ

う
に
市
場
背
景
や
問
題
点
を
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
分
析
し
、
目

の
前
に
迫
っ
て
い
る
自
動
運
転

時
代
を
見
据
え
た
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
日
本
を

代
表
す
る
車
体
整
備
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
組
織
と
し
て
、
海
外
の

業
界
団
体
と
情
報
交
換
を
行

い
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
始
め

自
他
共
に
認
め
ら
れ
る
工
場
へ

と
進
化
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

る
過
程
に
お
い
て
前
述
の
Ｚ
Ｋ

Ｆ
よ
り
推
薦
を
受
け
た
こ
と
に

起
因
し
ま
す
。
日
本
に
お
い
て

は
、
２
０
２
０
年
４
月
に
改
正

道
路
運
送
車
両
法
の
施
行
で
新

た
に
電
子
制
御
装
置
整
備
認
証

が
導
入
さ
れ
、
今
年
３
月
５
日

に
は
世
界
で
初
め
て
シ
ス
テ
ム

が
運
転
を
行
な
う
レ
ベ
ル
３
自

動
運
転
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た

自
動
車
（
本
紙
６
面
に
記
載
）

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
急
速
に

高
度
化
が
進
む
自
動
車
整
備
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
自
動
運

転
技
術
な
ど
で
先
行
す
る
欧
州

車
の
情
報
取
得
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
現
状
、
整
備

専
業
者
で
あ
る
Ｂ
Ｓ
サ
ミ

ッ
ト
組
合
員
工
場
が
整
備

で
き
る
の
は
運
行
補
助
装

置
を
搭
載
す
る
レ
ベ
ル
２

の
車
両
ま
で
で
、
自
動
運

行
装
置
を
備
え
る
レ
ベ
ル

３
以
上
の
車
両
を
整
備
す

る
た
め
に
は
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
か
ら
整
備
に
必
要

な
技
術
情
報
を
入
手
で
き

る
体
制
を
整
え
る
必
要
が

が
属
し
て
い
ま
す
。

自
動
運
行
装
置
の

整
備
認
証
取
得
に
向
け
て

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
が
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

へ
の
加
盟
に
至
っ
た
の
は
、
Ｂ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
が
推
し
進
め
る
自

動
運
行
装
置
の
整
備
認
証
取
得

に
向
け
て
立
ち
上
げ
た
「
Ｂ
Ｓ

レ
ベ
ル
３
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
情
報
収
集
を
す

Ｒ
Ｃ
）
に
日
本
の
鈑
金
塗
装
団

体
と
し
て
唯
一
加
盟
し
ま
し

た
。Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
、
「
世
界
中
の

自
動
車
修
理
業
者
と
架
装
業
者

の
利
益
を
促
進
す
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
１
９
７
０
年
に

結
成
さ
れ
た
、
鈑
金
塗
装
事
業

者
や
商
用
車
の
架
装
メ
ー
カ
ー

で
構
成
さ
れ
る
世
界
的
な
連
合

体
で
す
。
活
動
目
的
に
「
自
動

車
修
理
お
よ
び
架
装
業
界
の
未

来
を
確
実
に
す
る
た
め
に
英
知

を
集
結
さ
せ
る
」
、
「
自
動
車

修
理
と
架
装
産
業
の
国
際
的
な

推
進
」
、
「
国
際
的
に
経
済
的

お
よ
び
政
治
的
ロ
ビ
ー
活
動
を

行
う
」
、
「
国
際
的
な
知
識
の

交
流
や
協
業
の
促
進
」
を
掲

げ
、
精
力
的
に
活
動
を
行
な
っ

て
お
り
、
加
盟
で
き
る
の
は
１

カ
国
・
１
団
体
、
ド
イ
ツ
の
鈑

金
塗
装
団
体
「
Ｚ
Ｋ
Ｆ
（
車
体

車
両
技
術
中
央
連
合
）
」
や
イ

ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
欧
州

14
カ
国
の
団
体
が
加
盟
、
全
世

界
で
５
万
社
を
超
え
る
事
業
者

塗
装
（
Ｂ
Ｐ
）
団
体
で
構
成
さ

れ
る
国
際
車
体
修
理
業
者
協
会

（Association
Internatio

nale
des

Ré
parateurs

en
Carrosserie

、
通
称：

Ａ
Ｉ

日
本
の
Ｂ
Ｐ
団
体
と
し
て

唯
一
加
盟

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
は
本
年
３

月
、
欧
州
各
国
の
有
力
な
鈑
金

「
Ｂ
Ｓ
レ
ベ
ル
３
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
階
層
的
な
教
育
体
系
を

構
築

欧
州
の
有
力
鈑
金
塗
装
団
体
が
集
う
組
織

国
際
車
体
修
理
業
者
協
会(

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｃ)

に
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
が
加
盟
！

フロント教育委員会

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
協
賛
会
社
「
オ
ー
ト

フ
ァ
ー
ベ
ン
株
式
会
社
」
の
沓
澤
氏

が
講
師
を
務
め
る

今後、より効率の良いＦＡＩＮＥＳの使い方が求められる
ＡＩＲＣウェブサイト
(https://airc-int.com)

２０２１年(令和３年)３月３１日 （4）第47号
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し
た
り
、
さ
ら
に
事
務
所
の
裏

手
に
は
社
員
の
疲
れ
を
癒
す
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
ま
で
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
社
員
思
い

の
行
動
に
よ
り
信
頼
関
係
が
築

け
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

れ
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
社
員
の
健
康
に
配
慮

し
て
い
ち
早
く
水
性
塗
料
の
導

入
に
踏
み
切
っ
た
り
、
工
場
の

出
入
り
口
に
寒
さ
を
防
ぐ
自
動

開
閉
式
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
置

の
活
動
に
関
わ
っ
て
お
り
ま

す
。一

方
、
二
代
目
の
足
立
進
社

長
は
２
年
前
か
ら
二
世
会
に
入

会
し
、
同
じ
境
遇
の
仲
間
と
接

す
る
こ
と
で
刺
激
や
情
報
を
得

て
い
ま
す
。
足
立
社
長
は
二
世

会
に
つ
い
て
、
他
団
体
と
比
べ

て
意
識
の
高
さ
を
感
じ
た
と

感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
身
の
事
業
承
継
に
つ
い
て

「
自
分
は
社
員
に
恵
ま
れ
て
い

た
」
と
振
り
返
る
足
立
社
長
で

す
が
、
も
ち
ろ
ん
社
員
に
恵
ま

同
社
が
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
に
入

会
し
た
の
は
２
０
０
９
年
、
先

代
・
足
立
克
己
会
長
が
Ｄ
Ｒ
Ｐ

の
入
庫
と
業
界
の
最
新
情
報
を

求
め
て
の
入
会
で
し
た
。
磯
部

理
事
長
を
筆
頭
に
、
鈑
金
塗
装

業
の
経
済
的
地
位
向
上
に
向
け

た
諸
活
動
に
共
感
を
覚
え
た
と

当
時
の
様
子
を
振
り
返
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
足
立
克
己
会

長
は
、
社
長
の
座
か
ら
退
い
た

現
在
も
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
兵
庫
第

二
支
部
の
支
部
長
を
務
め
る
な

ど
、
積
極
的
に
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト

立
自
動
車
鈑
金
な
ら
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
信
頼
を
得
る
に
至

り
ま
し
た
。

対
す
る
深
い
知
見
や
高
い
技
術

力
を
必
要
と
す
る
高
度
な
作
業

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
地

域
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
保
険
会
社

か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
い

ま
す
。

同
社
が
事
故
車
修
理
に
こ
だ

わ
る
理
由
を
伺
う
と
「
丹
波
市

だ
け
で
は
事
故
の
数
も
知
れ
て

い
る
。
社
員
を
養
う
だ
け
の
仕

事
を
確
保
す
る
に
は
商
圏
を
広

域
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
誰
で

も
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た

ら
ダ
メ
で
、
特
徴
が
あ
る
か
ら

こ
そ
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
な
の
に
信

頼
を
持
っ
て
預
け
て
も
ら
え

る
」
と
人
口
の
少
な
い
エ
リ
ア

だ
か
ら
こ
そ
、
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
で
囲
い
込
む
の
で
は
な

く
、
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
広

範
囲
で
提
供
す
る
戦
略
を
と
っ

て
い
る
と
明
か
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
「
他

社
で
断
ら
れ
た
修
理
で
も
、
足

そ
れ
ゆ
え
足
立
自
動
車
鈑
金

は
車
検
業
務
を
外
注
し
て
お

り
、
車
の
修
理
に
関
す
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
鈑
金
塗
装

を
主
体
と
し
た
経
営
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
フ

レ
ー
ム
の
修
繕
が
必
要
な
事
故

車
や
ミ
リ
単
位
で
の
調
整
が
求

め
ら
れ
る
作
業
な
ど
、
車
両
に

る
も
の
を
〝
お
金
儲
け
で
は
な

く
人
助
け
〟
だ
と
捉
え
、
お
客

様
に
喜
ん
で
貰
え
る
サ
ー
ビ
ス

に
注
力
し
て
い
る
と
、
ご
自
身

の
ポ
リ
シ
ー
を
明
か
さ
れ
ま
し

た
。

先
代
・
足
立
克
己
会
長
（
兵
庫

第
二
支
部
長
）
が
地
元
に
戻
り

設
立
。
２
代
目
・
足
立
進
社
長

は
、
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
ト

ヨ
タ
の
内
製
工
場
で
経
験
を
積

ん
だ
後
に
同
社
へ
入
社
、
鈑
金

部
門
、
塗
装
部
門
、
フ
ロ
ン
ト

と
各
現
場
を
経
て
、
６
年
前
に

新
社
長
に
就
任
。
現
在
は
17
名

（
今
後
４
名
増
員
）
の
社
員
を

率
い
て
、
鈑
金
、
塗
装
、
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
行
い
、
地
域
の
お
客
様

に
安
心
・
安
全
な
カ
ー
ラ
イ
フ

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
足
立
社

長
は
自
身
の
仕
事
の
根
底
に
あ

兵
庫
県
の
中
東
部
に
位
置

し
、
神
戸
、
大
阪
か
ら
電
車
や

車
で
片
道
１
時
間
程
度
で
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
丹
波
市
に
足
立

自
動
車
鈑
金
株
式
会
社
は
あ
り

ま
す
。
丹
波
市
と
丹
波
篠
山
市

か
ら
な
る
「
丹
波
地
域
」
は
山

林
面
積
が
約
75
％
を
占
め
、
澄

み
き
っ
た
空
気
と
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
、
美
し
く
て
懐
か

し
い
田
園
風
景
が
今
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

同
社
は
１
９
６
８
年
、
神
戸

の
鈑
金
工
場
で
修
行
を
積
ん
だ

す
。
「
ク
ル
マ
を
い
じ
っ
て
い

る
の
が
好
き
で
こ
の
世
界
に
入

っ
た
」
と
い
う
現
場
主
義
の
足

立
社
長
は
、
「
自
分
が
作
業
し

て
い
た
当
時
と
比
べ
る
と
、
今

の
設
備
は
羨
ま
し
く
て
し
ょ
う

が
な
い
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ

れ
ま
す
。

今
回
、
〝
と
に
か
く
ク
ル
マ

が
好
き
で
、
メ
カ
が
好
き
〟
な

足
立
社
長
を
取
材
し
、
ひ
た
む

き
に
修
理
と
向
き
合
う
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
こ

ん
な
工
場
で
あ
れ
ば
安
心
し
て

大
切
な
ク
ル
マ
を
任
せ
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
素
直
に
思
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

理
に
は
技
術
だ
け
で
な
く
設
備

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
設
備

導
入
を
進
め
て
い
る
と
話
し
ま

同
社
の
工
場
は
と
て
も
広
く

整
理
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

工
場
の
中
に
は
ジ
グ
式
フ
レ
ー

ム
修
正
機
、
故
障
診
断
器
、
４

輪
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
テ
ス
タ
ー
、

塗
装
ブ
ー
ス
、
調
色
ブ
ー
ス
、

水
性
塗
料
、
溶
接
機
な
ど
質
の

高
い
修
理
を
効
率
的
に
行
う
た

め
に
欠
か
せ
な
い
設
備
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
１
月
に

は
、
特
定
整
備
認
証
も
取
得
し

て
お
り
、
エ
ー
ミ
ン
グ
を
行
う

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
足
立
社
長
は
、
事
故
車
修

今
年
1
月
に
特
定
整
備
認
証
を
取

得
、
事
務
所
の
脇
に
は
若
草
色
の

看
板
が
掲
示

足立進社長

24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
対
応
を

行
う
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
。
足
立
自

動
車
鈑
金
は
緊
急
車
両
認
可
を
受

け
て
い
る


足
立
自
動
車
鈑
金
株
式
会
社
・
本
社
外
観


足
立
自
動
車
鈑
金

株
式
会
社
・
鈑
金
塗
装
工
場

工
場
裏
手
の
車
両
置
き
場
に
は
修

理
作
業
前
の
車
が
ズ
ラ
リ
と
並

ぶ
。
画
像
か
ら
も
事
故
車
修
理
に

特
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る

事
務
所
の
裏
手
に
は
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
会
議
室
な
ど
が

備
わ
る
二
階
建
て
の
立
派
な
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
」
が
建
つ

工
場
右
手
の
塗
装
エ
リ
ア
、
作
業
効
率
を
考
慮
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
や

設
備
が
整
っ
て
い
る
。
い
ち
早
く
水
性
塗
料
を
導
入
し
た
同
社
の
塗

装
ブ
ー
ス
に
は
水
性
塗
料
専
用
の
乾
燥
機
も
設
置
さ
れ
て
い
る

工
場
左
手
の
鈑
金
エ
リ
ア
、
広
く
整
理
が
行
き
届
い
て
い
る
。
事
故

車
修
理
を
メ
イ
ン
で
行
う
同
社
の
工
場
に
は
、
ジ
グ
式
修
正
機
（
グ

ロ
ー
バ
ル
）
を
は
じ
め
と
し
た
機
材
が
効
率
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る

お
客
様
に
喜
ん
で
貰
え
る

仕
事
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
て

事
故
車
修
理
に

強
い
こ
だ
わ
り

社
員
と
の
信
頼
関
係
が

事
業
承
継
を
助
け
る

こ
だ
わ
り
抜
い
た
設
備
導
入

クルマを根本から治す技術と姿勢

２０２１年(令和３年)３月３１日 （8）第47号
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